
  
 
 

 

 
先週の金曜日に４クラス授業がありました。1

学期最後の授業となるクラスが２クラス。『数学

だより』は前回の No.10 が 1 学期最後のものに

なっていたはずでした。この No.11 が 1 学期の

うちに作られるようになるとは私自身考えては

いませんでした。 

 

金曜日。皆さんが書いてくれた 1 学期の感想

を読んで、心と体が温かくなりました。一人一

人が気持ちをこめて書いてくれているのを読ん

で、本当に心が癒されました。 

そして、どうしても、お返事を書きたくなっ

たのです。でも、実際には一度崩れた体調は 3

日間ではよくなりません。ここでは何人かとだ

けしかできませんが、気持ちとしては皆さん全

員と対話させていただく…そんな気持ちでこれ

を書きます。 

 
１学期の間、卓哉先生と授業をして、本当に楽しい

ことばっかりで、１時間目の時が多かって、朝しん

どいと思っとったときでも、先生の授業をして今日

も頑張ろ！！ ってゆう気持ちになれました。先生は、

たまにしんどそうな顔しとるとき休み時間とか見た

けど、授業に来てくれる時は、しんどそうな顔ひと

つもしないで、笑っている先生の授業が好きでした。

先生も大変なのに頑張りよるきん、自分も頑張らな

ていつも思えました。数学の授業もいつも丁寧に教

えてくださって本間に嬉しいです。最後の先生の書

いた数学だよりを今、少し読んで、泣きそうになり

ました。先生はめっちゃ頑張りよるきん、自分も今

からも頑張っていきます。 

先生の授業のクラスになれてほんとうに嬉しかった

です。次の授業も先生のクラスがイイです。自分も

くるしい時には、先生のことを思い出して、何事も

あきらめず、頑張っていきたいです。 

先生に会えて、本当によかったし、嬉しいです。こ

の紙には、伝えたいことを書ききれません。だから、

このぐらいにしときます。 

先生～ 卒業する時は一緒におってくださいよ。 

 

これを読んでいて私は何度も涙を流しまし

たよ。そして、不思議でした。その奥にある

気持ちを、深い感謝とともに、あなた、そし

て３ヶ月間一緒に授業を歩んできた皆さん

に伝えたいと思ったのです。 

私の病気は、日本全国で 1 年間に３万人（交

通事故の３倍！）が亡くなっているものです。

その原因として、病気そのものの苦しさとい

うものもあります。しかし、《回復期》や《リ

ハビリ期》には、むしろ社会の中の不理解や

偏見による差別の苦しさが、一気に襲ってく

るのです。つまり、心身の苦しさに加えて、

差別と闘うしんどさを背負わなければなら

ないのです。私も、これまで何度つぶされそ

うになったことか分かりません。 

そして、その苦しさは、本当に人に理解し

てもらうことは難しいのです。 

先週は、私にその大波が一気に押し寄せて

きた週でもありました。妻とともに、共倒れ

になってしまうかもしれないギリギリのと

ころにありました。 

そんな中で、またまた、ありえないような

出会いをいただいたのです。その一つは、苦

しい私の傍らにいてともに私の苦しみを支

えてくださっていた先生との新たな出会い

です。そして、もう一つが、皆さんが書いて

くれた感想でした。 

とくに、あなたは私の「最後の」『数学だよ

り』を少し読んで「泣きそうになりました」

と言ってくれたね。「自分もくるしい時には、

先生のことを思い出して、何事もあきらめず、

頑張っていきたい」と言ってくれたね。 

人の苦しみを我がことのように感じられる

人が実際にいる。それがすでに奇跡的です。

そのような人がいるということが不思議な

気さえしたのです。 

ありがとう。心の底から、この気持ちを伝

えたかったんです。
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・練習プリントが難しくてできなかったとき、

先生が解き方を教えてくれたのでできるように

なりました。（でも完全にできるとはいえないん

だけど…。） 

・最初は練習プリントの問題が難しくて、ところ

どころしかできていませんでした。先生がプリン

ト点検をしているときにこのことを先生に言っ

たら、先生は「できるところだけやっていたらそ

れでいいよ」って言ってくれたけど、家に帰って

からも少しだけだけどプリントをしていました。 

・最初はなかなか授業にとけこむことはできませ

んでした。でもやっているうちに少しずつとけこ

むことができてよかったです。 

 

あなたが書いてくれた文章の中で私が最も

嬉しかったのは、「（授業に）とけこむこと

ができて」という表現です。ああ。そうなん

です。数学って「わかる・わからない」、「で

きる・できない」がはっきりしているよね。

あなたは、「練習プリントが難しくてできな

かったとき」って書いているね。そのとき、

ある種の《苦しさ》と格闘しなければならな

いんだよね。しかし、あなたはあきらめず少

しずつ少しずつ《自分で》努力を続けていた

ね。その努力が、「（授業に）少しずつとけ

こむことができてよかった」という実りにつ

ながったんだね。そこが、すごいことだと思

うんです。 

私は、初めノートにかくときにおいつかなかった

のがおいつくようになってよかったなあと思い

ました。 

かけ算とわり算はにがてで、大きい数になるとわ

かりにくくなりました。因数分解は、はじめわか

らなかったけど、だんだんわかってきて、よかっ

たなあと思いました。ほんとうに楽しかったです。 

あなたの続けている努力にも、これまで私は

どんなに励まされたことか分かりません。あ

なたはいつも具体的に「自分は今どこが分か

らない・できない」というのをしっかりとピ

ンポイントしていたよね。ここに書いてある

ことも、とても具体的にしっかりと自分を見

つめています。あなたはさりげなく「ノート

にかくときにおいつかなかったのがおいつ

くようになってよかった」と書いているけれ

ど、これってすごいことだなあと思います。

だって、私の授業のすごく本質的なところだ

から。また、かけ算とわり算についても「大

きい数になるとわかりにくくなりました」と

書いているね。私は、もうあなたはいつでも

「わかる」ようになる、その機が熟している

と思います。 

今の数学は先生がいつも明るくて元気でそれで

授業も結構楽しくできた。けどあまりあのテンシ

ョンにはついていけない…。笑 

プリントも復習とかで使えたし、良かった。中間

はあまり点数が良くなくて、そして期末にプリン

トやったら□□点になったから嬉しかった。だん

だんむつかしくなってるからしっかり授業を聞

いて楽しく出来たら良いなぁと思っています。こ

れからもがんばって行きたい。 

そうだったね。あなたには、中間テストから

あとの２週間が大きな試練だったね。私は、

ずっと祈るような気持ちで、あなたを見てま

したよ。しかし、その苦しい２週間をよく乗

り越えたね。あなたは、気持ちの揺れが大き

くて、それを人から誤解されることもあり、

損をするタイプかな。だからスランプに入る

と、苦しみも大きい。でも、その産みの苦し

みがあるからこそ、それを通り越えてスッキ

リしたときには、大きな飛躍につながるんで

す。さらに、その苦しいときに、じつはあな

た自身意識していないであろうあなたの個

性が大きく輝いていたよ。 
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すごく楽しくとり組めた。数学はすごくにがてな

のでよくわからないこと、だらけです。でも、そ

の、少しずつそのわからないが、分ってきたとか

んじました。 

 

 

 

 

 

最初新しい先生ということでクラスとなった。先

生は自己紹介の時「私は病気です」と言っていて

どんな授業になるか心配だった。でも初めて先生

の授業の時引くぐらい先生はテンションが高か

った。僕は結構テンションが高いが僕以上の元気

だった。どんな授業になるかと思えば宇宙戦艦ヤ

マトや飛行機や人の脳など関係ないことをムリ

やり関係ありにさせた。数学は好きでも嫌でもな

いが、計算が少しだけできたので先生の授業に例

えるなら先生ウェーブにのることができた。僕た

ち生徒はサーファー。先生は波というように、波

に身をゆだねていつかは先生をこえる。今の僕た

ちは波のことしかできないが、時にはわからなく

なって波にのみこまれることも。だけどその時は

周りの仲間、同じサーファーが海から僕をひきあ

げてくれる。そしてまた先生が波を出して次はの

れる。というように同じことをくり返していいか

んじに今ものっている。そして隣の子や周りの人

ときょうそう。一番早くだれがかいけるか…波に

のることができるかをきょうそうしたりなどい

ろんなことをやってみた。先生はその個性を大事

にこれからもつづけるといいと思います。１学期

間ありがとうございました。これからもがんばっ

てください。それじゃＢｙｅＢｙｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


